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「散 策 と回想 」

ネルヴァルの もうひ とつの最後の作品

小 林 宣 之

は じめ に

ネル ヴァルの もうひ とつの最 後の作 品 とい うの は勿論 「オー レ リア」 を念頭 に置 いた

言 い方で ある。 「オー レ リア」は1855年1月1日 号 と2月15日 号の 「パ リ評 論」誌上 に発

表 され るが、ネル ヴ ァル はこの間1月26日 未 明 にヴ ィエ イユ ・ランテル ヌ街 とい うパ リ

市 内の さみ しい路上 で総死体 となって発見 され る。 「オー レ リア」の 内容 の特 異 さ と作者

の シ ョッキ ングな死に ざま との劇 的な対比 が、 この作品 をネル ヴ ァルの文学上 の遺 言 と
　

して決定 的に印象づ ける こ とにな る。 例 えばアルベ ール ・ベ ガ ンのネル ヴ ァル論 に代 表

され る よ うに、 ネル ヴ ァルは 「オー レ リア」 を書 くこ とに よって作家 として も人間 と し

て も救 済 され た とす る作 品観 は この事態 を典型 的 に示 して いる と言 うこ とがで きよ う。

「散策 と回想 」は従 来 あま り正 面か ら論 じられ るこ との少 なか った作 品 と言 って よい。

その数 少 ない論 者の 中に ロス ・チ ェイ ンバー ズ とレオ ン ・セ リエ を始 め とす る若干の研
くヨ　

究者 を数 え るこ とが で きるが 、概 ね 「オー レ リア」へ の過渡 的な作 品 とい う立場 か らの

接近 で ある と言 って よい。唯 一の例外 として、 ジャ ック ・ボニが ガルニエ ・フ ラマ リオ

ン新 版の ネル ヴァル作 品集 『オー レ リア その他 の 自伝 的 なテ クス ト』 の序文 で行 なって
　

い る言及 を挙 げ る ことが で きる。す なわ ち、この作 品の発 表経緯 を見れ ば、「散 策 と回想」

が 「オー レ リア」へ の道程 に位 置す る作 品だ と言 うには クロ ノロ ジーの点 で無理 があ る

とい うご く単純 な指 摘 であ る。 「散 策 と回想」は 「オー レ リア」とほぼ同時期 の1854年12

月30日 、1855年1月6日 、 同年2月3日 に都 合3回 にわた って当時の絵 入 り週刊 誌 「イ

リュス トラシオ ン」誌上 に発表 され たので あるが、執筆 の経緯 その もの の詳細 は不 明で

ある ものの、 その時期 につ いては1854年 の7月 下旬以降 年末 にかけて ご く短期 間に書か
くらラ

れ た とい うのが定説 にな ってい る。 したが って よ く言 われ るよ うに 「オー レ リア」のみ

が ネル ヴァルの最後 の姿 を示 す究極 の作 品 なの では な く、 「散策 と回想 」もまた作 家の最
　

後の姿を映す鏡の1枚 なのだと考えな くてはならない。
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「散 策 と回想 」 と 「オー レ リア 」 とい う2つ の作 品 を比 べ てみれ ば、 後者 をネル ヴ ァ

ルの文 学的遺 言 と考 えた くな るの は 自然の勢 い とい う もので あ ろ う。 それ ほ ど 「オー レ

リア」 は ネル ヴ ァル の作 品全体 の 中で もユ ニー クな立場 を占めて い る し、 フ ラン ス文 学

史上類 例 の ない特 異 な作 品 だ と言 える。一 方 「散 策 と回想」 は 同 じ作家 の他 の作 品 、 と

りわけ 「ア ンジ ェ リック」 と 「十 月の夜」 との 類似 が云 々 され る 目立 た ない地味 な作 品

で あ る。作 品構 造上 の ダ イナ ミズム の点 で は到 底 「オー レ リア」 の比 で はな い。

そ こで 本稿 で は、 ボニの指 摘 に 勇気づ け られ なが ら、 この よ うな あ る意味 で は過 去の

作 品の焼 き直 しとも言 える作 品が 「オー レ リア」 を書 きつつ ある作家 に よって、 しか も

死 の前夜 と も言 うべ き精 神 的 に も肉体 的 に も追 い詰め られ て いた に違 いな いこの時 期 に

なぜ 書 かれ ねば な らなか ったの か、 を多少 とも明 らか に してみ た い。

「散策 と回想」 の構成 と主題 お よび完結性 の問題

「散策 と回想 」は 全8章 か ら成 り、 前述 した よ うに最 初の3章 が 「イ リュ ス トラ シオ

ン」誌1854年12月30日 号 に、 次の3章 が1855年1月6日 号 に、最後 の2章 が2月3日 号

くの

に掲載 され た。 したが って 第7章 と第8章 は 「オー レ リア」 第2部 と同様死 後 発表 とい
ゆ

うこ とにな り、完結性 の問題 が生 じるの で ある。 レオ ン ・セ リエ は ガルニ エ ・フ ラマ リ

オ ン旧版 の ネル ヴ ァル作 品集 の序 で 、「散 策 と回想 」は最 初の3章 が く散 策〉を、次 の3

章 が 〈回想〉 を、最 後 の2章 が再 び 〈散策 〉 をモチー フ とす る3部 構 成(triptique)を

採 って い る と指 摘 してい るが、 この3部 構 成 が 〈3・3・2>と い う若干不 整 合 な構成

にな ってい る点 は この作 品に対 して未完結 性 の印 象 を抱 かせ る こ とに なろ う。 しか し、

セ リエ が実際 に主 張 して い るの は この作 品の 完結性 で あ って、 その根 拠 と して、表 現 す

る こ との喜 びが終 始一 貫 して見 られ る点 、先 行す る 〈回想 〉の パー トに影響 され た後半

の く散 策〉のパー トが2章 しか ないの は作 者 の死 とい う時 間切 れの 問題 では な く、〈住 居
く　ラ

探 し〉の不首尾 という内面的なモチーフの問題 と考えられる点の2点 を挙げている。

この節ではまず、「散策 と回想」の構成を明 らかにすることによって主題 を浮 き彫 りに

し、最後に完結性 に対す る疑義 について私見を述べてみたい。

構成

「散 策 と回想」 の構成 につ いて考 え る場合 に、既 に紹 介 した レオ ン ・セ リエ に よ る3

部 構成 を出発 点 にす る こ とに異論 はな いだ ろ う。最 初 の3章 を 〈散策 〉の パー トと して

括 る根 拠 は、 語 り手が 冒頭 で く住 居探 し〉 の モ チー フ を導 入 し、 その ため にモ ンマル ト

ル の丘(第1章)と パ リ郊外 のサ ン=ジ ェルマ ン(第2・3章)を 〈散 策〉 す る こ とに

ある。後 で触 れ る よ うにモ ンマ ル トル、 と りわ けサ ン=ジ ェマ ンは語 り手 に とって く思
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い出〉 の場所 で あ り、 この 〈散策 〉 は 自ずか ら 〈回想〉 を紡 ぎ出す仕掛 け になって いる。

語 り手は ここで全 面的 に 〈回想〉 に身 を委ね 、幼 少年期 の 〈思 い出〉 を語 る(第4・5・

6章)。 この く回想〉はサ ン=ジ ェルマ ンにおいて なされ る と考 えざる を得 ないが、語 り

手 はその 〈思 い 出〉 に導か れて幼 少年期 を送 った土地 ヴ ァロワへ実際 に赴 く。 この地理

的移 動 を再 び 〈散策 〉のパー トと分類 す るわけで ある(第7・8章)。 「散策 と回想」 の

構成 をこの よ うに3部 構成 とす るこ とは 「イ リュス トラシオ ン」誌へ の分載 の仕 方 に も

合 致 して いるわけで、 ネル ヴァルの意図 に もある程 度添 った もの であ る と考 えて よいの

で はないだ ろ うか。
　

ただ ロス ・チ ェインバ ー ズや大 浜甫氏 も言及 して いる よ うに、 〈回想〉 のモチー フが実

際 には 〈回想〉 のパー トの開始 され る第4章 以 前 に既 に現 れ てい るこ とは指摘 してお か

な くては な らない。上 に も述べ た よ うに、 〈住居探 し〉の場 所 として選択 され るモ ンマ ル

トル とサ ン=ジ ェル マ ンは語 り手 に とって 〈思 い出〉の場 所 と位 置づ け られ てお り、 〈住

居探 し〉 のモチー フは既 に第1章 において その影 を薄 くし始 めて い るので ある。 このモ

チー フが 形式的 に継 続 され る第2章 冒頭 において、パ リ中を探 して も条件 に合 う家 が見

つ か らないため郊外 に範囲 を広げ るこ とを思 いつ いた語 り手が、候補 地 に挙 げ たヴ ェル

サ イユ とサ ン=ジ ェルマ ンの うち後 者 を選 ぶ理 由 に 〈回想〉への 方向性 の強化 を見て取

るこ とがで きよ う。 この 町に は嘗 て親戚 があ り、 サ ン=ジ ェルマ ンは20年 前 よ く訪ね て

きた 「私 に とっては思 い出の町 だ」(671ペ ー ジ)と い うので ある。 この方向性 は、第3

章 において、 この町の とあ る小 さなカフ ェで見掛 けた古 い ロマ ンス を歌 う老 人の姿が、

妻 を亡 くしたばか りの若 か った父親が 同 じよ うに歌 っては涙 を流 していたの を思 い 出 さ

せ る と述懐 され るに及 んで、 〈回想〉のパ ー トを待 たず して既 に決 定的 な もの にな ってい

る とさえ言 えよ う。 同 じ事 は後半の 〈散 策〉 のパー トにつ いて も言 え る。サ ン=ジ ェル

マ ンで ひ と しきり 〈回想〉 に耽 った語 り手 はサ ン リス を最終 の 目的地 に してヴ ァロ ワ地

方 に赴 くが、 その途 次 第7章 の末尾 に顔 を出 し、 第8章 で本 格的 に語 られ るセ レニーの

〈思 い出〉は、 それ らの章 にお け る く散策〉 と 〈回想〉の混在 を象徴 的 に物語 る もの と言

え よ う。 したが って上述 の3部 構成 は飽 くまで も概 括的 な もの であ り、2つ の 〈散 策〉

のパー トは(第1の パ ー トは漸 増的 に、第2の バー トは漸減 的 に)〈 回想〉の侵 食 を受 け

て いるので あ る。

主題

以上 に述べた構成上の概略から、「散策 と回想」の主題がその表題 を構成す る2つ の要

素の うち後者にあると考えて大過ないであろう。既に指摘 したように、第1章 にまず導
　

入 される 〈住居探 し〉のモチーフは物語の口実である。語 り手がパ リ市内に見つけるべ

き住居の所在地 としてモンマル トルをまず念頭 に浮かべ、パ リ市内を諦めてサン=ジ ェ
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ルマンに候補地 を移す内的な必然性が、〈回想〉を促 す触媒た りうる場所 とい う点にある

こ とは語 りその ものが証明 している事実であろう。実際語 り手は第3章 の中程 と末尾 に、

この物語の主題が 〈回想〉であることを明かす重要な言及を挿入 している。

つ まり、ある年齢 女性 について言われるような、更年期に相 当する年齢

があるのだ。 この年齢 に達す ると思 い出が実 に鮮明に蘇 り、忘れ られていた幾つ

かの模様が人生の雛寄 った網 目の下か ら再 び姿を現 して くるのだ!(676ペ ージ)

私 は先程 言 った。 私 の 若 い頃の年 月が私 の もとへ戻 って くる、 と。 そ

して、好 きだ った場所 を眺め て い る と過 ぎ去 った ものへ の愛着 が心 の うちに呼 び

起 こされ る、 と。 サ ン=ジ ェルマ ン とサ ン リス とダマ ル タンが、 バ リか ら程 遠 か

らぬ所 にあ って私の最 も大切 な思 い 出に つ なが る3つ の町 であ る。 今は亡 き昔 の

親戚 た ちの 思 い出が 幾 人かの娘 た ちへ の思 い と物 悲 し く結 ばれ てい る。 彼女 た ち

の愛 のお かげ で私 は詩 人に なれ たの だ し、 また、 その つれ な さのせ いで 、私 は皮

肉 にな り物 思 い に沈む こ とに なっ たのだ。 私 は優 しさ と友情 を込 め た手紙 を書 く

こ とで文体 を学 ん だの で あ るが 、今 も手 元 にあ るそれ らの 手紙 を読 み返 して み る

と、 そ こには は っ き りと当時の読 書 の、 とりわ けデ ィ ドロ とル ソー とセナ ン クー

ル を読 んだ痕 跡が 認め られ る。 これ まで 述べ て きた こ とか ら次 の部分 を書 いた時

の気 持 ちの説 明 はつ くだ ろ う。 私 は、 あの秋 の美 しい 日々の おか げでサ ン=ジ ェ

ルマ ンが また好 きに な り始 め たの で ある。私 は 「守護 天使 」 ホテ ルに 身 を落 ち着

け、散策 の合 間 に幾つ か の思 い出 を綴 った のだ が、 それ に敢 えて 「回 想録 」 とい

う題 を付 け よ うとは思 わな い。 それ はむ しろ、 ジャ ン=ジ ャ ッ クの孤独 な散 策 の

構 想か ら着想 した もの と言 え るだ ろ う。 私 は それ らを私 が成長 し彼が死 ん だ土地

で仕上 げ る こ とに しよ う。(678ペ ー ジ)

最 初 の引用 箇所 は、総 裁政 府 時代(1795年 ～1799年)に 青 春 を送 ったひ と りの 老 人が

当時の 身 な りその ま まに、 その頃 の人気 歌手 だ った ガ ラ(ピ エ ー ル ・ジ ャン ・ガ ラ、1764

年 ～1823年)の 古 い ロマ ンス を歌 うの を聞 い て、父親 の こ とを思 い出 した こ とが語 られ

る直前 に位 置 して い る。構 成 の箇所 で触 れ た よ うに、 この粋 な老 人の話 は物 語 の流 れ を

〈回想〉へ と決 定 的 に方向づ け る重要 なフ ァ クター なのだ が、 この挿 話 は思 い出 が蘇 って

くる年 齢 に達 した こ との 自覚 の表 明 を裏 付 け る実 例 として用意 され て い るで あ る。 〈回

想〉 の年齢 に達 した こ との 自覚 につ いて は既 に 「ア ン ジェ リック」 第6の 手紙 に同様 の
　

表明が見 られるが、ここでは語 りの方向 をよ り円滑 に転轍 させ る機能 を担 っていること

が強調 されねばならない。
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「散 策 と回想」 に とって よ り重要 なのは2つ 目のか な り長 い引用箇所の 方で、 そ こに

は物語 を展開 して い く上 で欠 くこ との で きない仕掛 けが幾つ か見いだ され る。 第1に 、

「パ リか ら程遠 か らぬ所 にあって
、私 の最 も大切 な思 い出につ なが る3つ の町」が、サ ン=

ジェルマ ンに加 えてサ ン リス とダマ ル タンで あ る とされて いる点 に注意 した い。サ ン リ

ス とダマ ル タン とい う地名 の列挙 は、ネル ヴ ァルの言 わば 〈自伝衝 動〉 が幼少年期 を過

ご した ヴァ ロワにおいて最 もよ く触発 され る こ とを改 めて確認 させ て くれ る。 また、 ダ

マ ル タンが この作 品で以後 言及 され るこ とはないが、 サ ン リスに関 しては既 に語 り手 の

ヴ ァロワ行 きの最終 目的地 が この町 で ある ことを構成 の箇所 で指摘 してお いた。 その特

権性 は、 〈散 策〉のパ ー トの再 開 され る第7章 にお いて、実際 に ヴァ ロワへ赴 くこ とが語

られ る直 前 に 「サ ン=ジ ェルマ ンは私 にサ ン リスの こ とを連 想 させ た」(686ペ ー ジ)と

い う1文 を挿入 す るこ とで も う一 度確 認 され る。 サ ン=ジ ェルマ ンとサ ン リスが 「散 策

と回想」におけ る最 も特権 的 な土地の名 なの であ る。 第2の 留 意点 は、語 り手 の 〈回想〉

の主題 が 〈愛〉 であ るこ とが示唆 され るこ とで ある。 この主題 が土地 に深 く結び付 いた

「今 は亡 き昔の親戚 た ちの思 い出 」と 「幾 人かの娘 た ちへの思 い」の2つ の要素 か ら成 る

点 に注 意 を喚起 して お きた い。最 後の仕掛 けは、 この物語 がル ソーの 『孤独 な散 歩者の

夢 想』 に着想 を借 りた もので あ り、更 に この物語 を 「私 が成 長 し彼が死 んだ土地 で仕 上

げ よ う」とい う語 り手 の心積 も りが明確 に示 され て いる ことで あ る。 この最 後の点 は「散

策 と回想」 の完結性 の問題 に示 唆 を与 える重要 な箇所 で ある。

以 下で問題 に したいのは上 に指 摘 した第2点 、す なわ ち く愛〉 の主題 の概 要 であ る。

第4章 か ら始 まる本格 的 な 〈回想〉 は、母方 のそれ に限 られ はす るが、祖 父の代 に遡 る

家系 的 な1頂序 を踏み 、 その死へ の言 及 に始 まる逆 説 的 な母 の思 い出(「私 は一度 も母 を見

た こ とが ない」、680ペ ー ジ)と 運命 の転換 点 と位 置づ け られ る父の帰還(「 この 日か ら私

の運 命 は変 わ った」、681ペ ー ジ)で 始 ま り、第5章 に移 る と両親 不在 の幼少年期 の語 り

手 を取 り巻 いて いた女性 た ちへの思慕 が主題 として台頭 し始 め るが 、 この く愛〉の 主題

は第6章 を越 えて最終 章 まで持 続す る。叔母 、女 中の ジャネ ッ トとフ ァンシェ ッ ト、遊

び仲間 だ ったル イー ズ、 ヌー ヴェル嬢 、 「クレオー ル(植 民地 生 まれの女)」 と呼 ば れ る

刺 繍女工 、エ ロイー ズ、更 にセ レニー とい った女性 た ちへ の長短 さ まざまな思 い出 が矢

継 ぎ早 に語 られ るので あ る。第6章 の末尾 に置 かれた次 の一節 はこれ らの 愛 を喪失 の相

にお いて一 括す る。

ああ、私の失 われ た未熟 な愛 の痛み と悔 恨 よ、お まえた ちの思 い出 は何 と残

酷 なの だ ろ う!「 人間の魂 の冷 め果 て た熱狂 よ、 お まえた ちは なぜ も う脈打 た な

い心臓 をまた温め よ うと戻 って くるのか。」エ ロイー ズは今 では結婚 して いる。 フ

ァンシ ェ ッ トもシル ヴ ィもア ドリエ ンヌ も私 に とって は永 久に失 われて しまった。
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世界は虚ろだ。悲 し気な声をあげる亡霊たちに満 ちた世界は、私の虚無の残

骸の上で愛の歌 を眩いているのだ!そ れで もいいから戻って きて くれ、懐か しい

面影たちよ!私 はあんな に愛 した、あんなに苦 しんだのだ!「 空を飛ぶ鳥は茂み

にその秘密 を告げ、茂みは吹 きゆ く風にそれ を告 げた。 そして悲 し気な水は

至高の言葉 を繰 り返 した。 愛!愛!と 。」(685ペ ージ)

「私 の失 われ た未 熟 な愛 の痛み と悔 恨 」 とい う言葉 に要約 され る 〈愛 〉の対 象 に シル

ヴ ィ とア ドリエ ンヌ とい う 「散策 と回 想」 には本来属 さない 固有 名詞 が混 入 して い るこ

と、後半部 には明 らか に 「オー レ リア」 にふ さわ しい と思 われ る非現実 的 な表現 が見 ら

れ るこ とに よ って この一節 に は一 種奇妙 な ところが あ り、〈愛〉の主題 をよ り限定的 に 〈失

われ た愛 〉 として明確 にす る一方 、 この作 品の存 立基盤 を崩壊 させ かね ない危険性 を も
　

孕 んで い る と言 える。既 に構 成 を論 じた箇所 で指摘 してお いた よ うにセ レニーへ の言 及

は この総 括的 な一節 以降 に言 わば番外 として現 れ 、 この 作品 にお いては 〈失 われ た愛〉

の 主題 が無限 に変奏 可能 なテーマ として提 示 され て いる こ とを示す。

この 点 を敷術 して 「散策 と回想」 の独 自性 を強調 してみ たい。 まず指摘 しておかね ば

な らないの は、 この作 品には特権 的 な 〈愛〉 の対 象 は描 かれ な い とい う点 で ある。個 々

の女性 の扱 いには 多少の疎 密 は認め られ る もの の、 これ らの女 性 た ちは全体 として 見れ

ば いず れ も語 り手 の人生 の それ ぞれ の時期 にお け る挿話 的 な 〈愛〉 の対 象で ある に過 ぎ

ない。 同様 に く失 われ た愛 〉 の周囲 に物語 を紡 ぐ作 品で ある と言 え る 「シル ヴ ィ」 と比

較 してみれ ば、「散策 と回想」に描 かれ た く愛 〉がいか に拡 散 的 な性格 を帯 び てい るか が

明瞭 にな ろ う。 「シル ヴ ィ」にお け る く愛〉の対 象はア ドリエ ンヌ、 シル ヴ ィ、 オー レ リ

ー とい う3つ の特権 的 な名 を持 つ が
、最初 の2つ の名 が 「散 策 と回想」 に も言及 され る

こ とは既 に指摘 した。 ネル ヴ ァルが これ ら2つ の作 品に またが る名前 に どの よ うな関 連

づ け を意図 して いたか は不 明 だが 、「散策 と回 想」におけ るア ドリエ ンヌ とシルヴ ィが全

く内実 を欠 いて い るこ とだ けは確 かで あ る。 「シル ヴ ィ」に描 かれ る く失 われ た愛〉はア

ドリエ ンヌへの く天上 的 な愛〉 とシル ヴ ィに対 す る 〈地 上 的 な愛〉 の2種 類 の 〈愛〉 に

集約 され る と言 え るが 、「散策 と回想」にお いて 多少 ともア ドリエ ンヌに近 い描 き方 をさ

れ てい るの はエ ロイー ズ と言 って よか ろ う。エ ロイー ズは語 り手 に よって 〈女 王〉 に讐

え られ るが、 ア ドリエ ンヌ もまた王族の 末喬 と して描 かれ て いたか らで あ る。 しか し上

の 引用箇所 に見 られ る よ うにエ ロ イー ズは その後結婚 し、修 道 院で生涯 を終 えるア ドリ

エ ン ヌよ りもむ しろ語 り手 の乳 兄弟 と結婚 す るシルヴ ィ との類比 が浮上 す る。 その シル

ヴ ィの幼 少女期 が 「散 策 と回想」 にお いて はセ レニ ーの それ として描 かれ てい るこ とは

明 白で あ る。更 に2つ の作 品の比較 を続 けれ ば、 「シル ヴ ィ」で ア ドリエ ン ヌとの 同一性

が指 向 され るオー レ リー に該 当す るの は その 〈女優 〉 とい う属性 を通 じて ヌー ヴェル嬢
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とい うこ とに な るで あろ うが、 この女性 も挿話 的 な域 に閉 じ込 め られたお よそ特権 的 と

は 言い難 い存在 で ある。 結局 「シル ヴ ィ」 にお いて2方 向的 に整理 され、 「オー レ リア」

において更 にオー レ リー か らオー レ リアへ と1人 の 女性 に絞 り込 まれて い く<愛 〉 の対

象 は、 「散 策 と回想」 にお いて は無数 の女 性 た ちへ と拡散 し続 けて い くの であ る。

ところで、 「散 策 と回想 」にお ける 〈回想〉の中心主題 は確 か に女 性へ の く失 われ た愛 〉

であ るが、 それは思 い出 の土地 ヴ ァロ ワを通 じて よ り包 括的 な 肉親へ の 〈愛〉へ 、更 に

土 地 その ものへ 、 国家へ と媒 介 され てい く。 第7章 の後 半部 で 「私 の幼 少年期 と親戚 た

ちの思 い出 を も う一 度見 いだす 」(687ペ ー ジ)た め にポ ン トワー ズか らサ ン=ル ーへ 移

動 しなが ら、語 り手は次 第 に濃厚 にな って くる郷 愁 を通 して 「父親 の土地 は2倍 の意味

で祖国 なの で ある」(同 所)と い う言葉 に要約 しうる、 人間 と土地 の絆 をめ ぐる省察 に導

かれ る。

私 自身の中にいる他人を研究 しようと努めている私は、土地への愛着には家

族に対す る愛が多 く含 まれていると思 う。場所 に結びつ くこの恩愛はまた我々を

祖国に結びつける高貴 な感情の一部で もある。[中 略]あ なた方は、 なぜ私がこの

土地のすべての人を愛するのか と言われるのか。 ここでは昔よ く耳にした抑揚 を

再 び耳にし、年老 いた女たちは私 をあや して くれた老婆たちの顔立 ちをしてお り、

若者や娘たちは私の青春が芽生えた頃の遊び仲間たちを思い起 こさせて くれるの

である。(687～688ペ ージ)

「散策 と回想」における く失われた愛〉の対象が及ぶ範囲上のマ クシマムが ここには

ぐ　らラ

示 されている。すなわち土地 に対する愛着 を媒介に した 〈祖国愛〉である。この省察に

は個人的 な経験の領域 に属する事柄 を、例 えば 〈祖国愛〉とい うようなある種の抽象的 ・

普遍的な問題に及ぼ そうとす る指向性 を読み取 ることがで きるが、第4章 冒頭 に置かれ

た次の引用箇所で語 り手はその意図を明瞭に語っている。

私 の人生 で は偶 然が あ ま りに も大 きな役 割 を演 じて きたので 、偶 然が私 の誕生

を司 った奇妙 なや り方 を思 ってみ て も、私 は驚 い た りは しない。 そんな こ とは誰

に もあ る話 だ と言 われ るこ とだ ろ う。 しか し、 誰 もが 自分 の話 をす る機 会 に恵 ま

れ るわ けでは ない。

また、銘 々が 自分 の話 をす る として も大 して悪 い こ とは ある まい。銘 々の経験

は万 人の 宝 なの で ある。(679ペ ー ジ)

ここに見 られる 「銘々の経験は万人の宝なのである」 とい う警句めいた言葉が上述の語
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り手 の意 図 を明 白に示 して い るが 、 こ うした意 図 は 『ボヘ ミアの小 さ な城』 の 「ひ と り

の詩 人の生 涯 は万 人の生 涯 なの で ある」(399ペ ー ジ)と い う類似 の表現 に見 られ る よ う

に、 晩年 の ネル ヴ ァルの ひ とつ の 固定 観 念 と言 って よい。 「オー レ リア」は この 同 じ固定

観 念 を壮 大 な規模 で ひ とつ の物語 に仕 立 て上 げ た もの だ と言 え よ う。 また この一節 で語

り手 の 人生 と 〈偶 然〉 の密接 な関係 が強 調 され てい る こ とは 「散 策 と回想」 を支 える と
　

筆者 の 考 え る 〈拡 散〉の原理 との関連 で 注 目に値 す る。 「シル ヴ ィ」 と 「オー レ リア」で

は く失 われ た愛〉 の対 象 が特 定の女性 に収敏 す るの に対 し、 この作 品 では それが 多 くの

女性 に拡 散 してい くと述べ た が 、〈収 敏 〉は 〈必 然〉 を く拡散 〉は く偶 然 〉 を前提 とす る

か らであ る。

完結性の問題

「散 策 と回想」 の く完 結性 〉 の問題 は 「オー レ リア 」の それ に直結 して い る。 それ ぞ

れ掲 載 され た雑 誌 は異 な るがほ とん ど同時期 に連載 され、 しか もネル ヴ ァルが その終 了

を待 たず に死 ん で し ま うか らで い る。 ネル ヴ ァルは これ らの作 品 の全体 に責 任 を負 え る

の か、 これ らの作 品 は作者 の意 図通 りの形 で残 され たの か、 とい うの が この問題 の要 で

あ る。

「オー レ リア」の現 在最 も新 しい版(プ レイヤー ド新版 『ネル ヴ ァル全集 第3巻 』 所

収)の 校 訂 者 で ある ジャ ン ・ギ ヨーム は、 その 〈解題 〉 の 中で、 「もしジ ェラー ル ・ド・

ネル ヴ ァルが 『オー レ リア』 を仕 上 げ るこ とがで きて いた とすれ ば この作 品が どの よ う

な もの にな って いたか、 今後 とも決 して 明 らか にな るこ とは ある まい。 この作 品 は終 わ

っては い るが 完成 され て はい ないの で あ る」(1325ペ ー ジ)と その未 完結性 を強調 して い

る。 「オー レ リア 」の 未完結 性 の問 題 のひ とつの 焦点 は 第2部 に の2部 構 成 自体 に既 に

問題 が あ る)第6章 に残 された空 隙の処 理 の問題 で あ るが、 「パ リ評論 」誌掲載 の 初 出テ

クス トで は 空 隙の まま に残 され た箇 所 に、 同誌 の編 集 責 任 者 で あ った友 人の テ オ フ ィ

ル ・ゴー チエ とアル セー ヌ ・ウーセ は、単 行 本 『夢 と人生』(ミ シェル ・レヴ ィ書店 、1855

年)を 編む に当た って恣 意的 な選択 にな る書 簡 を挿 入 した。爾 来 ゴー チエ 、 ウー セ の責

に帰せ られ るこの処 置 は今 日で は退 け られ るの が通 例で あ るが、 これ に代 わ る代案 は な

く、 ギ ヨー ムの版 で もその箇 所 は元通 り点 線 に よって示 され て い る、 この 点 ひ とつ 取 っ

てみ て も 「オー レ リア 」 は明 らか に未完結 の作 品 で あ る と言 わ ざる を得 な い。

他 方 「散 策 と回想」 の場合 は、セ リエ の3部 構成 を採 れ ば最 後のパ ー トに1章 が欠 け、

その点 が未完 結 の根 拠 の ひ とつ に数 え られ る こ とに な るこ とは既 に述 べ たが 、仮 に ネル

ヴ ァル 自身 が明 白 に3部 構 成 を指 向 して いた と して も各バ ー トが必 ず し も均 等 な章割 り

にな る必要 は ない わけで あ り、さ して説得 力の ある根拠 とは言 え ない。何 よ りも、「オー

レ リア」 に見 られ る空隙 の よ うな決 定 的 な未完成 の要 素 は この作 品 には見 いだ され な い
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のである。 しか し、ネルヴァルには第9章 を書いて量的な意味でのバ ランスをこの作品

に与える意図はなかった とす る根拠 もまたないわけで、「散策 と回想」に関するく完結性〉
　

の問題 は最終的には推測の域 を出ない解答不能の問題 と言わざるを得ない。

ただ、「散策 と回想」の語 り手がその構想のモデルであることを公認 しているル ソーの

最後の作品 『孤独 な散歩者の夢想』の同様 の問題 につ いて中川久定氏が行なっている指

摘 がきわめて示唆的なので紹介 してお きたい。中川氏はその著 『甦 るルソー 深層の

読解 』の中でこの作品 を構成す る各章(全10章)の 量的な問題 に触れ、他の章に比

べ て最終章が量的に僅少であることか ら 「その点だけか らいえば 「未完」 とみなすべ き

なのか もしれない」 とした上で、「だが、レ・シャル メッ トのあの永遠の愛 をこのテクス

トの時空のなかに完全に封 じ込め終 ったル ソーの うちに、封印 を破 ってさらにこの先 を
　

書 き続 ける意志があったのであろ うか」 と従来の 〈未完結〉説に疑義 を呈 し、この箇所

に付 された註では更 に 「このテクス トは、素材 歴史的事実 の物語 として見れば
　

未完であるが、願望 自伝的事実 の物語 として見る限 り完成 しているのである」

と一歩踏み込んでその 〈完結性〉 を主張 されている。詳細は省 くが、この中川氏の議論

は筆者 には きわめて説得的であ り、ほぼ同様の論拠で 「散策 と回想」について も当ては

まると思われる。す なわ ち、最終章の段階でこの作品の主題(〈 失われた愛〉)は 展開 し

尽 くされてお り、仮に第9章 が書かれた としても主題的 には何 も付け加 えるべ きものが

ない と考 えられ るのである。 また既 に指摘 したように、語 り手は第3章 の末尾でこの物

語 をル ソーが死んだ土地で仕上げ るつ もりだ と言明 しているが、最終章では語 り手はサ

ン リスにお り、ルソーの死んだエルム ノンヴ ィルのす ぐ近 くに まで来ている。 この点か

らも 「散策 と回想」の完結性 をある程度主張で きよ う。第9章 ではエルムノンヴィルに

場所 を移す積 もりだったのではないか との反論 もあ りうるか もしれないが、語 り手は一

度 もこのル ソーの実際の終焉の地に言及 してこなか ったのに対 し、サ ンリスに関 しては

そこがヴァロワ散策の最終 目的地であることが再三指示 されて きた点 を思い出 していた

だ きたい。主題面か らのみ ならず構成面か らもこの作品の整合性 を確 認で きると考える。

自伝 と しての 「散策 と回想」

筆者 が この作 品 につ いて主 張 してお きた い も うひ とつの論 点 は 「散 策 と回想」 を 〈自

伝 〉 と して捉 え るこ とで ある。 この観 点 か らの研 究 にガ ブ リエ ル ・マ ラ ンダ ン女 史の研

究 を挙 げ る こ とが で きる。マ ラン ダン も筆 者 同様 フ ィ リップ ・ル ジュ ン ヌの研 究 を基礎

に この 問題 にアプ ロー チ してい るが、 彼女 も言 うよ うに、 ル ジュ ン ヌ自身 はネル ヴ ァル

　の

の 作 品が 自伝 で あ る とは考 えて い ない。 ル ジュ ンヌは く自伝 〉 を厳密 に定義 し、 その要

件 を く自伝 契約〉 と呼 ぶ ので あ るが、 その要 点 は く作者 〉=〈 語 り手〉=〈 登場 人物 〉 の
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同一性の明示的 な確保 とい うことにある。ネルヴァルの 〈自伝的 な作品〉では確かに概

ね、殊更明示的 な形ではこの契約がなされない。 しか し既に筆者が指摘 した ことがある
　

よ うに、物 語 の細部 にお いて な され た言 及か ら 「ア ン ジェ リック」 にお いて は直接 的 に、

『ボヘ ミアの小 さな城 』 に お いては 間接的 に 〈自伝 契約 〉 が成立 す るこ とが確 認 され た。

問題 は 「散 策 と回想」 にお い て も同様 の こ とが言 えるか ど うか とい うこ とであ る。筆 者

は嘗 て、 〈失 われ た愛〉の対 象 として語 り手 の挙 げ る虚構 の女 性名 に幻 惑 され て 「散策 と
　

回 想」 は厳密 な意味 での 〈自伝 〉 とは言 えない と考 えた。 しか し実 際 には この作 品 で も、

語 り手 の身元 にかか わ る情 報 は 「ア ンジ ェ リッ ク」や 筆者 が 同 じ く く自伝 〉 と考 える 『ボ

ヘ ミア の小 さな城 』 と同程 度 には 与 え られ てお り、 フ ィ リップ ・ル ジュ ン ヌの 言 う く自

伝 契約 〉が 間接 的 には成 立 して い るの で あ る(直 接 的 に成 立 す るため には語 り手 は ジェ

ラー ル ・ド ・ネル ヴ ァル を名 乗 らねば な らな い)。 以下 に、 「散 策 と回想」 を 〈自伝 〉 と

見 な し うる根 拠 を列 挙 してみ よ う。

(1)母親 の名前 がマ リ・=アン トワネ ッ ト ・ロー ラン スで あ り、25歳 の 時、 従軍 先の シ レ

ジアで亡 くな り、 グロス ・グロガ ウの ポー ラン ド ・カ トリック墓 地 に埋葬 され た こ

とが語 られ てい る点(第4章)。

(2)「 クレオー ル」 と呼 ばれ てい た若 い刺繍女 工 に捧 げ られ た とされ るホ ラチ ウ スの オ

ー ド 「チ ンダ リスに」 とバ イロ ンの歌 曲の韻文 訳 、実例 が 引か れ てい る トマ ス ・ム

ー アの歌 曲 を模 倣 した 自作詩 が 、 ネル ヴ ァル 自身の作 品 と して実 在 してい る点(第

6章)。

(3)最近 の こ とと して、 ア レ クサ ン ドル ・デ ュマ が 「私 の青 春 の 頃の気違 い沙 汰」(686

ペ ー ジ)を 潤 色 して書 いた こ とが語 られて い る点(第7章)。

　

(1)の母 親の 旧姓 に は若干 の変 更が な され てい る。 つ ま りネル ヴ ァルの母 方 の姓 は実際 は

くロー ランス〉(Laurence)で は な く<ロ ー ラン〉(Laurent)な の で あ る。 しか し、 この

変 更 もささや か な語 尾修 正 で あ り、 その他 の事 項 は 今 日知 られ て い る事 実 に合 致 して
　

い る。(2)の 「チ ン ダ リス に」 は、現 存 す る ネル ヴ ァ ル の 自筆 草 稿 「雑 詩 集」(jPo観 θs

4勿6zs6∫)中 に1編 と 「詩 と詩編 」(Po蝕6∫6'ρo伽6s)の 中 に2編(内1編 は 「雑 詩集 」
　　

中の もの と同一作 品)収 録 され て い る。 テ クス トの挙 げ られ てい る 〈バ イ ロ ンの歌 曲〉

の翻 訳 は現 在 まで の ところ発見 され て いな いが、 これ とは別 にネル ヴ ァルの手 にな るバ
　

イ ロンの翻 案 は存 在 して い る。 トマ ス ・ムー ア の歌 曲の模倣 詩 も3度 発 表 され た こ とが
　

知 られ て い る。 また 、(3)の ア レクサ ン ドル ・デ ュマが語 り手の 「青春 の 頃の気 違 い沙 汰」

につ いて書 い た とい うの は1854年7月7日 号 の 「ペ イ」紙 に発表 され たL旅 行 者 の閑
　

談 」(《Causeriesd'unvoyageur》)を 指 す と指摘 されて い る。 筆者 の気 のつ いた以上 の

3点 か らだ けで も、 「散策 と回想 」の語 り手 をネル ヴ ァル 自身 と同一 人物 とす る こ とに問

題 はあ る まい。 したが って この作 品 を、 「ア ン ジェ リック」 『ボヘ ミアの小 さな城 』 に続
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く　

〈ネル ヴ ァルの3つ 目で最後 の く自伝 〉 と言 って差 し支 えな い と考 える。

「オ ー レ リア」 と 「散 策 と回 想 」 の 関係

　

ネルヴァルの 〈自伝的な作品〉の流れは く狂気〉に課 した禁忌を全面的にほ どくこと

で一気に 「オー レリア」 とい う奇跡的な作品の中に急速 に収敷 し、見事 な構成を備 えた

物語 を構築す る。「オー レ リア」の語 り手は、その人生の途上に介入 した 〈狂気〉の体験

を 〈病気〉 とい う当た り障 りのない言葉に置 き換え、 これ を更に く夢〉 とい う語 に置き

直す ことで、 自らに課 された 〈試練〉の物語に変容 させ る。〈試練〉の克服の向こ うには

語 り手の 〈魂の救済〉が措定 され、 これ を介 して更に語 り手の同胞たる人類一般の く救

済〉が予告 されるに至る。こ うして 「オー レ リア」はネルヴァル個人の 〈自伝的な作品〉

とい う枠組み を一挙 に突 き抜け、 この作 品の モデルのひ とつに擬 され たダンテの 『神

曲』、あるいはネルヴァルがその第1部 の翻訳 を文学的な出発のひ とつに数 え、絶 えず手

直 しの労 を加 えて不十分 なが ら第2部 の翻訳 も成 し遂げた 『ファウス ト』にも比肩す る

普遍性の レベルに到達 する。 そこには 『ボヘ ミアの小 さな城』の序文 に書 かれた例の 「詩

人の生涯は万人の生涯である」 という確信の最 も実 り豊かな実現が見 られる。

しか し、この感嘆すべ き収敏は直線的な もの(形 而上的なレベルの く下降〉と 〈上昇〉

という垂直運動)で あ り、そこに成就 される 〈救済〉 も最終的には作家の確信 に属す る

問題であるが、ネルヴァルは決 してこの ような劇的な構想力にのみかかわる型の作家で

はない。 と言 うかむ しろ逆で、「オー レリア」はこの作家 に とって言わば例外的・特権的

な作品なのだ と言った方が よい。作家 自身そのことを自覚 していたと考 えなければ、 こ

の極めて集 中力を要するに違いない作品 を書 きながら、同時に一方で 「散策 と回想」の

ような全 く異質 な作品を書 くはずがないからである。「散策 と回想」は、先に引いた 『ボ

ヘ ミアの小 さな城』序文の別の箇所にある 「取 るに足 りない散文作家」(399ペ ー ジ)あ

るいは 「頑なな散文作家」(同 所)と い う控 え目な自己規定の延長線上 に位置する作家に
　

よって書かれた作品である。「散策 と回想」にはこれ と同主 旨の言葉が見 られるし、「我々

が このような自己本位の書 き方をするのをどうか赦 して貰いたい」(686ペ ー ジ)と いう

言葉に象徴 され るよ うに、この作品の語 り手は徹頭徹尾私事 に拘泥 し、その周囲に物語

を紡いでい く。家系 を辿 り幼少年期 を回想 し く失われた愛〉 を嘆 く。ただそれだけであ

る。

結論 として言 えることは、ネルヴァルがその生涯 を終 えるに当たって事実上最後の作

品 となると考 えた2つ の作品 を異なった、 と言 うよ りもむ しろ相補的な原理 に則 り、 し

か も同一の素材すなわち自分 自身の人生 とい う素材 を用いて、意識的に書 き分 けている

とい うことである。ネルヴァル自身にとってその うちの どちらが より重要 ということは
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な い。 これ は作家 の 〈型〉に属 す る問題 で あ る。 「オー レ リア」の よ うな作 品 を書 いて し

まった、 あ るいは書 きつ つ あ る作家 は、通 常 もはや 別の作 品 を書 けないの では あ るまい

か。 何 を書 いて もこの究極 の作 品の強度 を弱め て しま うとい う意味 で。 しか しネル ヴ ァ

ルは 「オー レ リア」 とい う作 品 を書 く内的必 然性 に駆 られ、 これ を書 くため にのみ生 き

て きた とさえ言 え るか もしれ ないが 、 これ のみ をもって 自己の最終 的 な姿 とした くな い

とい う意向 もまた同時 に抱 いてい た と考 え ざる を得 ない。 それ を 〈一方 向性 の忌避〉 と

呼 ぶ こ とも許 され よ う。 「散策 と回想」はその作 品形 式の似通 いに よ り、過去 の作 品の参

照 を要 請す る。 〈自伝的 な作 品〉群 を内的 な発 展 に支 え られ た直 線的 ・一方 向的 な構 造 に

閉 じ込め るので は な く、 もう一度 任意 の別の作 品 に送 り返 す、 言わ ば円環構 造的 な もの

として 開放 す るこ とが死 を 目前 に控 えたネ ルヴ ァルの最 後の意 向で あ った と考 え ざる を

得 ない。

1850年 以後 の 〈自伝的 な作品〉群 におけ る 「散策 と回想」の位 置

本稿 で 、不十分 なが ら筆者 が嘗 て ネルヴ ァルの 〈自伝 的 な作 品〉 として リス ト ・ア ッ
　

プ した作 品の個 別的 な分 析 を一巡 したこ とにな るの で、最 後 に、筆 者 が作成 したネル ヴ

ァルの く自伝 的 な作 品〉群 の関係 図 を参照 しなが ら、現 在筆 者 の考 え る 〈自伝 的 な作 品〉

の流れ を一瞥 し、 その流 れの 中に 「散 策 と回想」 の 占め るべ き位置 を確定 して論 を終 え

た い。

ネル ヴァルの 晩年(1850年 ～1855年)に 書 かれた散文 の作 品群 を特徴づ ける もの の 第

1は1人 称 回想 形式(語 り手 〈私〉 に よ る語 り手 自身の過去 の物語 〉 であ るが、筆 者 は

嘗 て この 作品形 式の淵 源 を、1851年 に 『東 方旅行 記』に集 大成 され る一連 の紀行文(1840

年 ～1850年)と 、同 じ く1852年 に 『幻視 者 た ち』に ま とめ られ る伝 記執筆(1839年 ～1851
　

年)に 求 め た。 この 作品形 式 は、具 体 的 には1850年 の10月24日 か ら12月22日 まで26回 に

わ たって 「ナ シオナ ル」紙 に連載 され た 「塩 密輸 人 た ち」前半 部 で、語 り手 自身の過 去

の記述 の本 筋へ の介入 を契機 と して生 じるが、 その直前 まで 「両世 界評論 」誌 に連載 さ

れ た レチフ ・ド ・ラ ・ブル トン ヌの伝 記 「ニ コラの告 白」(『幻視 者た ち』所収)が この
　

作 品 に及ぼ した影響 には測 り知れ な い ものが あ るこ とも再 度指摘 してお きた い。

「塩 密輸 人 た ち」 はその後 半部(第19回 か ら第26回 までの連載 部分)が 「ビュ コワ神

父の物 語」 として 『幻 視者 た ち』(1852年)に 収録 され、前半 部の大 半(第1回 、第2回

と第6回 か ら第18回 まで の連 載部 分)が 「ア ンジェ リック」 として 『火の娘 た ち』(1854

年)に 収め られ るが、 その一部 は既 に1852年 に 「粋 な放 浪生 活」 に も収録 されて いた。

したが って、 「塩 密輸 人た ち」とい うネル ヴ ァルの 〈自伝 的 な作 品〉の祖 型 とな った作品

か らは、 その主 流 として 「ア ンジ ェ リック」が 、傍流 として 「粋 な放 浪生活 」が 派生 し
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↓ ↓

「散 策 と 回 想 」(1854-1855)

↓ ↓ ↓

「オ ー レ リ ア 」(1855)

〈1人 称 回想形 式〉

実線(一)は 作品間の直接的な影響関係 を表 し、点線(一一一は間接的な影響関係 を表す。

た と言 える。 しか し、年代的 に は傍 流の 「粋 な放 浪生 活」が まず 「アルチ ス ト」誌 に書

か れ(1852年7月1日 か ら12月15日 まで12回 にわ たって連載)、 その連 載期 間 中に、 この

流 れ とは別 系統の 「十月の夜 」が 「イ リュス トラシオ ン」誌 に連 載 され る(10月9日 か

ら11月13日 まで)。 「粋 な放 浪生活」か らは更 に 『ボヘ ミアの小 さな城』(1853年)と い う
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作 品が 生 じる。

この辺 りで、 ネル ヴ ァルの く自伝 的 な作 品〉 は3つ の系 統 に分 岐 す る と考 える こ とが

で きる。す なわ ち、 ヴ ァロワ地方 の 〈散策 〉が 〈回想〉 を喚起 す る とい うモチ ー フ を定

着 させ た 「塩 密輸 人た ち」の(や が て 「ア ン ジェ リック」 にな る)前 半 部 と、 〈夢 〉 を初

め てモ チー フ として浮 上 させ た 「十 月 の夜」、 〈女優 〉 を く失 われ た愛〉 の特権 的 な対 象

として クロー ズ ・ア ップ させ た 「粋 な放 浪 生活 」の3系 統 で あ る。 第1の 系統 は、 その

後 「ア ンジ ェ リッ ク」 を経 由 して 「散 策 と回想 」 に結 晶 す るこ とに な る。 第2の 系統 は 、

〈夢〉 あるい は 〈狂気 〉の モチー フ に導 かれ て 「シル ヴ ィ」 「パ ン ドラ」(1854年)を 経 て

「オー レ リア 」へ と至 る。 第3の 系統 は 、〈女優 〉 の モチー フ を介 して 『ボヘ ミア の小 さ

な城 』 と 「シル ヴ ィ」(そ の姉 妹 編 と しての 「オ クタヴ ィ」)を 経 てや は り 「オー レ リア」

へ と直結 す る。概 略 この よ うに整理 で きる と思 うが 、更 に この3系 統 は、 〈散 策〉と く回

想 〉の 因果 関係 を前面 に押 し出す と共 に 〈失 われ た愛 〉 の対 象 を特 権化 しない作 品 グル

ープ(「 塩 密輸 人 た ち」 「十 月の 夜」 「ア ンジ ェ リッ ク」 「散策 と回想 」)と 、語 り手の 〈人

生〉 を 〈鼎 れ履 〉のモチ_フ を中心に統拍 勺な相の下に置 き、その対象 を 〈女優〉

に絞 り込 ん でい こ うとす る グループ(「粋 な放 浪生 活」 『ボヘ ミアの小 さな城 』 「オ クタヴ

ィ」「シル ヴ ィ」 「パ ン ドラ」 「オー レ リア」)に 分 類す るこ とがで きるの で は ないだ ろ う

か。

もしネ ル ヴァルが最 晩年 に一貫 して採 り続 けた1人 称 回想 形式 によ る〈自伝 的 な作 品〉

を上述 した よ うな2つ の グルー プ に集 約 す る こ とがで きる とす れば、 「オー レ リア」と並

行 して 「散策 と回想」 が書 か れね ば な らな か った理 由 も 自ずか ら説 明がつ くと思 われ る。

ネル ヴ ァル が 自覚 的 に選 び取 った 〈1人 称 回想形 式〉 とい うジャ ンル の制 約 の 中で、 限

られ た素材 に与 えたヴ ァ リエ イシ ョン を筆 者 な りに整理 して い くと、 「オー レ リア」に奇

跡 的 な達 成 を見た 〈収敏 〉の 原理 と 「散策 と回想」 に見 られ る 〈拡 散 〉の 原理 とが 融和

し難 い2つ の核 として最 終 的 に残 る とい う結論 に達 さ ざるを得 な い。

筆 者 は まだ関係 図 に示 した作 品の うちで さ え、「塩密 輸 人 た ち」『東 方旅行 記』『幻 視者

た ち』 『ロー レラ イ』 「パ ン ドラ」 につ いて本 格的 に論 じた こ とが ない。既 に扱 った作 品

も含め て今 後個別 研 究 を継 続 し、 その過 程 で上述 の 主 旨 を検証 して い きたい。
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口

(1)「 散 策 と 回 想 」 を 始 め と す る ネ ル ヴ ァ ル の 作 品 か ら の 引 用 は 次 の 版 に 依 り 、 筆 者 の 試 訳 を

掲 げ る 。

G6rarddeNerval,(Eπ 騨 召s60〃 ψ1∂'6sl1Z,6ditionpubli6esousladirectiondeJean

GuillaumeetdeClaudePichois,Gallimard,Biblioth6quedelaPl6iade,1993.

Pγo〃z6鍛z46s6'so〃z/6η 〃s,textepr6sent6,6tablietannot6parClaudePichois・
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ネ ル ヴ ァルの も うひ とつの 最 後の 作 品

ノ1㎎61ゴ〈7〃θ,textepr6sent6,6tablietannotεparJacquesBony.

1セ漉sC勿'θ 催 κ46βo勿 吻6,textepr6sent6,6tablietannot6parJean・LucSteinmetz.

上 記 プ レ イ ヤ ー ド新 版 『ジ ェ ラー ル ・ ド ・ネル ヴ ァ ル 全 集 第3巻 』 所 収 の テ ク ス トが 現 在

の と こ ろ 「散 策 と回 想 」 の 最 新 か つ 最 良 の 版 で あ る が 、 依 然 と し て依 拠 す べ き 「イ リュ ス ト

ラ シオ ン」誌 の テ クス トを忠 実 に再 現 し て い る とは 言 え な い(「 イ リュ ス トラ シ オ ン 」誌 の コ

ピー を提 供 して くだ さ っ た 水 野 尚 氏 に 感 謝 した い)。 な お 、この 全 集 版 の 校 訂 協 力者 の ひ と り

で あ る ジ ャ ッ ク ・ボ ニ(第1巻 所 収 の 「フ ァ イ ヨル 侯 爵 」、 第2巻 所 収 の 「塩 密 輸 人 た ち 」、

第3巻 所 収 の 「粋 な放 浪 生 活 」 の 単 独 校 訂 お よ び 第3巻 所 収 の 『ロ ー レ ラ イ 』 『短 編 と譜 誌 』

『火 の 娘 た ち』 の 共 同 校 訂 者)は
、 レ オ ン ・セ リエ の 定 評 あ る 旧版 の 跡 を継 い だ ガ ル ニ エ ・フ

ラ マ リオ ン新 版 ネ ル ヴ ァ ル 作 品 集 に 、 場 合 に よ っ て は プ レ イ ヤ ー ド新 版 を凌 ぐ と も言 い う る

「散 策 と回 想 」の 優 れ た 校 訂 版 を収 め て お り
、 ピ シ ョ ワ は しば しば ボ ニ の 註 を 自註 に 取 り入 れ

て い る こ と も指 摘 して お きた い(G6rarddeNerva1,、4〃 葱1♂α6'甜 惚s'6κ'6sα 〃'o∂ゴog吻 勉一

卿6ε,6ditiondeJacquesBony,GF-Flammarion,1990)。 ま た 、 作 品 の 表 題 の 表 記 は 校 訂

者 に よ りP〆0耀 綱46S6!SO卿6%総 とP70吻6η θ4εS6'SO卿 θη〃Sと に分 か れ る が(強 調 筆

者)、 「イ リュ ス トラ シ オ ン」誌 で はso〃 〃餌 鷹 と な って い る(ピ シ ョ ワ は 後 者 を採 りオ リジ ナ

ル に 忠 実 で あ る が 、 遺 憾 な が ら ボ ニ は 前 者 を採 って い る 〉。

(2)AlbertB6guin,Gあ η箔4461惚7槻4Jos6Corti,1945.特 に ネ ル ヴ ァル の 最 晩 年 の 状 況 を

論 じた 巻 頭 論 文 「ジ ェ ラ ー ル ・ド・ネ ル ヴ ァル と地 獄 下 り」(《G6rarddeNervaletladescente

auxenfers》)で は ベ ガ ン は 終 始 「オ ー レ リア 」 を問 題 に して お り、 「散 策 と回 想 」 に 対 す る

言 及 は ほ とん ど見 られ な い。

(3)筆 者 が 参 照 し た 「散 策 と回 想 」 に関 す る 文 献 は 以 下 の 通 りで あ る(本 稿 に 言 及 した もの に

は ・の 印 を付 し た)。

RaymondJean,《LevertparadisdeG6rard》,C碗 ガ6駕 伽S〃4,Nα292,1948.

・RossChambers
,G6η 名446八 セγ槻16μ α ρ06'忽勿θ4〃 びoツ㎎6,Jos6Corti,1969,(chapitre

VI:Lescerclesdutemps:P7η 粥8ηα4θs6'So卿8〃 ガ鴬,pp.187-219>

・L60nCellier ,《Pr6face》inGξrarddeNerval,P名o〃z6駕46∫ θ'So卿 θ痂 欝,五 雄6欝aノ 伽 ηッ,

飽 η40η,、4〃 疹伽,Garnier-Flammarion,1972.

MoniqueStreiffMoretti,五6Roκs脚 〃46(3吻 π146八 吻 槻 乙R.Patron/A.G,Nizet,

1976,(chapitreXI.P名o初 θ襯46∫6'∫o卿6痂z3:delasolitudeaut6moignage,pp.405-438)

・GabrielleMalandain ,ハ尼γ御10〃1'勿66η4彪4π 魏勿!紹.偏8短 露66'1認6瓶!〃 紹4θ ηs1'α%膵6

d606勉 名ゴ46N67〃 α1,JoseCorti,1986.(chapitre3:Lascξ}neautobiographique,PP,99

-123)

・大 浜 甫 「『散 策 と回 想 』 に つ い て 」(「慶 磨 義 塾 大 学 日吉 紀 要 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文 学 」 第4

号 、1987年 、 第6号 、1988年)

BrunoTritsmans,7窃 伽α1ゴ彪S46〃 ηs励 ♂6.五ゼ6〃 解 θ4〃 レ認oゐ46八 彰プ襯4PeterLang,

1989.(V.LeValoisidylliquedePア η〃28襯漉 ∫6'So〃 彬 η趣,pp.163-214)

・JacquesBony
,《Introduction》pourP70〃z6紹46s6'So〃 〃6η魏et《Notice》inG6rardde

Nerva1,、4躍61名 α θ'α〃漉 ∫ 敏'6s侃'o∂ ガαg吻 ぬ毎〃6s,GF・Flammarion,1990,

・GlaudePichois
,《Notice》pourPzo吻6駕46sθ'So〃 〃6η然inG6rarddeNerva1,(E〃 〃zθ∫

ごo吻 碗6ε 皿Gallimard,BibliothδquedelaP16iade,1993.

(4)ジ ャ ッ ク ・ボ ニ は 次 の よ う に 指 摘 し て い る。 「『オ ー レ リア 』 を ジ ェ ラ ー ル の 究 極 の 作 品 で

あ り到 達 点 で あ り精 神 上 の 遺 言 で あ る と考 え る な ら、 ネ ル ヴ ァ ル 作 品 の 持 つ 全 般 的 な 意 味 を

捉 え 損 ね る こ とに な る だ ろ う。 これ まで あ ま りに も 多 くの 人 々 が そ う考 え て き た の だ が 、 彼

ら は 『散 策 と 回 想 』 が 年 譜 的 に(『 オ ー レ リア 』 と)同 じ場 所 を 占め 、 同 じ未 完 結 性 を 示 して

い る こ と を忘 れ て い る の で あ る 。1976年 の マ ル サ ン の 売 り立 て の 折 りに再 び姿 を 見 せ た 自筆
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草稿には、一時期 ネルヴァルが この作 品に 『オー レリア』 と類似の方向性 を与えていた証拠

が見 られる」(ガ ルニエ ・フラマ リオン新版ネルヴ ァル作品集、29ペ ー ジ)。 この指摘は筆者

が本稿 で主張 したいこ との核心 を簡潔 に言い表わ している。

(5)「 散策 と回想」の執筆時期 については、作品冒頭部に近い 「ドイツから帰ってきて郊外の別

荘 に短期 間滞在 したのち、私は以前のよ りもっと確実 な住 まいを探 し始めた」(667ペ ー ジ)

とい う文 中に見 られ る ドイツ旅行か らの帰着が1854年7月 下 旬の ことと推 測され るこ とか ら、

この時期か ら発表時期にか けての5カ 月間に書かれた と考 えられ る(セ リエ校訂ガルニエ ・

フラマ リオン旧版 ネルヴァル作品集、12ペ ー ジ参照)。 なお本文 ・註 を問わず、 ネルヴァルの

テクス トの引用はその都度ページ数のみを示す。

(6)「 散策 と回想」と 「オー レリア」の発表 され る少 し前の1854年10月31日 に 「銃士」紙 に前半

部 が発表 され、後半部分 は校正刷 りの状態の まま残 された作品 「パ ン ドラ」 も最晩年の ネル

ヴァルを考える上で重要な作品であるが、その最終的な執筆時期 は発表時期に一年遡 る と推

測 され、 その点若干事情が異なるので本稿 では扱わない。

(7)章 題 は次の通 りである。

lll繰 羅 黙盤 一]㎏3・一 一

罵 欝 一 コー 一
温:謂 謹 贈N°Rnコ1・3f6・ 短・・1855

「イ リュ ス トラ シ オ ン 」誌 の テ ク ス ト と比 較 す る と、 ピ シ ョワ が 校 訂 した プ レ イ ヤ ー ド新 版

の テ ク ス トに は チ レ(一)と 章 題 末 の プ ワ ン(.)が 脱 落 して い る が(最 終 章 の 章 題 の チ レ は

「イ リ ュ ス トラ シ オ ン 」 誌 の テ ク ス トで も 欠 け て い る)
、 ボ ニ 校 訂 の ガ ル ニ エ ・フ ラマ リオ ン

新 版 の 方 は プ ワ ン の み 脱 落 して い る 。

(8)例 え ば ジ ャ ッ ク ・ボ ニ は 「散 策 と回 想 」 と 「オ ー リ レ ア 」 を共 に 未 完 結 の 作 品 と考 え て い

る 。 註(4)を 参 照 。

(9)L60nCellier,01).6鉱,pp.12-13.

(10)「 散 策 と回 想 」 を 先 行 作 品 「ア ン ジ ェ リ ッ ク」 あ る い は 「十 月 の 夜 」 の 系 譜 に 位 置 づ け る 理

由 は こ の 語 りの シ ス テ ム に あ る 。

〈11)チ ェ イ ン バ ー ズ は 第1章 で 語 ら れ る モ ン マ ル トル を 「過 去 へ の 旅 の 第1段 階 」 と規 定 し て

い る(『 ジ ェ ラー ル ・ ド ・ネ ル ヴ ァ ル と旅 の 詩 学 』、192ペ ー ジ)。 大 浜 氏 は 〈回 想 〉 へ の 方 向

性 は 第2章 か ら始 ま る と考 え て お ら れ る よ う で あ る(「慶 鷹 義 塾 大 学 日吉 紀 要 フ ラ ン ス 語 フ ラ

ン ス 文 学 」 第4号 、294(ll)ペ ー ジ〉。

(12)チ ェ イ ンバ ー ズ は く住 居 探 し〉 の モ チ ー フ に 「夜 型 人 間 が 失 っ た 無 垢 を 自分 自 身 の 中 に 再

発 見 」 し よ う とす る 「野 心 」 を 見 、 積 極 的 な評 価 を 与 え る(上 掲 書 、191ペ ー ジ)。

(13)「 人 生 の 半 ば に 達 す る と幼 少 年 期 の 思 い 出 が 蘇 っ て くる 。 そ れ は 、化 学 的 な 手 続 きに よ

っ て(消 され た)文 章 を再 び 出 現 させ る羊 皮 紙 の 草 稿 の よ うな もの で あ る 」(489ペ ー ジ)。

(14)註(4)に 引 用 した ボ ニ の 所 見 の 後 半 に 見 られ る よ う に 、 自筆 草 稿 に は 「散 策 と 回 想 」 と 「オ

ー レ リア 」 の 構 想 が 入 り混 じ っ て い た 段 階 が あ っ た こ と を示 す 箇 所 が あ る こ と に 注 意 を喚 起

した い 。

(15)た だ こ の 省 察 が そ う した 抽 象 的 な 次 元 に 留 ま らず 、 そ の ま ま 自然 に 「私 を愛 し て くれ 、 私

を 可 愛 い 夫 と呼 ん で くれ た 農 夫 の 娘 」(688ペ ー ジ)セ レ ニ ー の 個 人 的 な 思 い 出 に 移 っ て い く

と こ ろ に 、 ネ ル ヴ ァ ル 的 な 〈回 想 〉 の シ ス テ ム を 見 て 取 る こ とが で き よ う。
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(1⑤ 「散 策 と回 想 」 に は 語 り手 の 〈人 生 〉 を 支 配 す る く偶 然 〉(hasard)と い う観 念 が も う1箇

所 見 ら れ る(第7章)。 「私 は パ リが 大 好 きだ が 、 私 が そ こ に 生 まれ た の は 偶 然 の せ い で あ る 。

[中 略]南 フ ラ ン ス 出 身 の 男 が 、 パ リで 偶 然 に 北 フ ラ ン ス 出 身 の 女 と一 緒 に な って も、 ル テ チ

ア の 気 質 を持 っ た 子 を 設 け る と い うわ け に は い か な い」(687ペ ー ジ)。 「散 策 と回 想 」 に 見 ら

れ る 人生 を支 配 す る 〈偶 然 〉と い う観 念 は 、 「オ ー レ リア 」の 物 語 を規 制 す る 〈宿 命 〉(destin)

とい う観 念 と対 立 す る 。〈偶 然 〉と い う観 念 は 、ネ ル ヴ ァ ル が こ の 作 品 の 基 底 に 据 え て い る 〈拡

散 〉 の 原 理 に 見 合 う もの で あ る と 言 え る 。

(17)プ レ イ ヤ ー ド新 版 『ネ ル ヴ ァル 全 集 第3巻 』 所 収 の 「散 策 と回 想 」 を校 訂 し た ク ロ ー ド ・

ピ シ ョワ は 、 そ の 〈解 題 〉 で 「『散 策 と回 想 』 の 発 表 は ネ ル ヴ ァ ル の 死 後 完 結 す る。 一 体 こ の

作 品 は 仕 上 が っ て い る の で あ ろ う か 。 上 述 した よ う に 、 最 初 の 文 章(「パ リで 住 む 所 を探 す の

は本 当 に 難 し い 」、667ペ ー ジ)と 最 後 か ら2つ 目の 文 章(「 パ リの 住 ま い が 見 つ か ら な い の な

ら、 なぜ こ の さ迷 え る 家 に 留 ま ら な い の か 」、691ペ ー ジ)を 比 較 す れ ば 完 結 し て い る よ うに

思 え る。 こ れ とは 別 の 意 味 で も完 結 し て い る よ うな 印 象 を 与 え る。 す な わ ち 完 全 に 抑 制 さ れ

て い る と い う印 象 で あ る が 、 こ れ は 『散 策 と回 想 』 と同 時 期 の 『オ ー レ リア 』 に は 見 られ な

い 印 象 で あ る」(1310ペ ー ジ)と 、 控 え 目 な が ら そ の 〈完 結 性 〉 を主 張 して い る。 一 方 ジ ャ ッ

ク ・ボ ニ は 註(8)で も指 摘 し た よ うに 〈未 完 結 〉 の 立 場 を採 っ て い る 。

(18中 川 久 定 『甦 るル ソー 深 層 の 読 解 一 』(岩 波 書 店 、1983年)、307ペ ー ジ。

㈲ 同 書 、311ペ ー ジ。

⑫0)GabrielleMalandain,八 彰朋10〃 〃 η66η伽 吻'乃 酬z6,p.100.αPhilippeLejeune,

L匁 〃'06ガρg吻 肋6ηFη η66,A.Colin,1971,pp,106sqq.筆 者 自身 は ル ジ ュ ン ヌの こ の 処

女 作 を 見 て い な い の で あ る が 、 ル ジ ュ ン ヌ の 『自伝 契 約 』(PhilippeLejeune,L6ρ α6'6

侃'o∂ ガog吻 痂g〃6,Seui1,1975)が ネ ル ヴ ァ ル に 全 く言 及 しな い こ と を不 思 議 に 思 っ て い た。

⑳PhilipPeLejeune,L6加6'6傭`o∂ ゴ09ゆ 〃9御6,Seui1,1975,P.26.ま た 拙 稿 「Nervalの

晩 年 の 作 品 に 見 られ る 自伝 性 の 問 題 」(GALLIA)Qα 一X皿、大 阪 大 学 フ ラ ン ス語 フ ラ ン ス文 学

会 、1984年3月 発 行)、131ペ ー ジ参 照 。

㈲ 拙 稿 「・肋961加6Nervalの 最 初 の 自伝 」(GALLIAX珊1、 大 阪 大 学 フ ラ ン ス語 フ

ラ ン ス 文 学 会 、1984年3月 発 行)お よ び 「馳'爵C1癬6α 微46、Bo姥 〃26NERVALの 最

後 の 自伝 」(「待 兼 山 論 叢 」 第18号 、 大 阪 大 学 文 学 会 、1985年1月 発 行)参 照 。

(23)拙 稿 「Nerva1の 晩 年 の 作 品 に 見 られ る 自伝 性 の 問 題 」(GALLIA)Qq-X粗 、大 阪 大 学 フ ラ ン

ス 語 フ ラ ン ス文 学 会 、1983年3月 発 行)、134ペ ー ジ参 照 。

⑳ 例 え ば 、 筑 摩 書 房 版 『ネ ル ヴ ァ ル 全 集1』 所 収 の 中 村 真 一 郎 ・入 沢 康 夫 訳 「散 策 と回 想 」

の 邦 訳 テ ク ス トに は 「私 の 母 は マ リ=ア ン トワ ネ ッ トとい う名 を ロー ラ ン と い う姓 と い っ し

ょ に付 け られ た 」(308ペ ー ジ;強 調 筆 者)と あ る。 と こ ろで 、 ガ ブ リエ ル ・マ ラ ン ダ ン は こ

の くロ ー ラ ン ス 〉 を3つ 目の 洗 礼 名 と解 釈 して い る(註 ⑫①の 上 掲 書108ペ ー ジ を参 照)が 、 原

文 で は 《mamδreregutlenomdeMarie-AntoinetteavecceluideLaurence》(強 調 筆

者)と な っ て お り盲 点 を 突 か れ た 感 じで あ る。 マ ラ ン ダ ン は くロ ー ラ ン〉(Laurent)と い う

姓 が 〈ネ ル ヴ ァ ル 〉(Nerval)と い う筆 名 の ア ナ グ ラ ム に な っ て い る とい う文 脈 で こ の 指 摘 を

行 な っ て お り、 こ の 仮 説 を強 調 す る根 拠 と し て 〈ロ ー ラ ン ス 〉 とい う洗 礼 名 に 言 及 し て い る

の で あ る。 しか し伝 記 的 に こ の よ うな事 実 は な く、 〈ロー ラ ン ス 〉を姓 と取 るか 洗 礼 名 と取 る

か は 別 に して 、 こ こ に ネ ル ヴ ァ ル の 施 した虚 構 を 見 る こ と に 変 わ りは な い。

㈱ 下 記 の 伝 記 を 参 照 。

AristideMarie,G吻 ガ4θ 八宅7御 ∠L6Po窃 θ,L翫 〃z〃26,Hachette,1914,

PierrePetitfils,ノV診 γoα1,Julliard,1986.

㈱ 《ATINDARIS》inR眺 彪sゴ 勿6鴬θεetPρ 的彪ε6∫ ρo勿¢θ∫;《ODESD'HORACEA

TINDARIS》inR)ゑsガ6∫ θ!ρo勿z63(Textespr6sent6s,6tablisetannot6sparClaude
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PichoisinG6rarddeNerval,(E〃 〃6∫60〃 ψ1伽 ε 云Gallimard,Biblioth6quedela

Pl6iade,1989.Voirp.18,p.77-78).
ヘ ノ

(2の 《ANAPOLEON/Tγ α伽 π ゴ6五 〇7ゴ βゴzoη》inR)6s∫6s4勿6鴬6s∫ 《ODEAL'ETOILEDE

LAL亘GIOND'HONNEUR/1初 惚646L.βy70η 》in左 厄gガ6∫ η磁oη α」6s6'sα'加s

ρ06吻 昭s(乃 獄,p.8-9,p.192-194).VoiraussiG6rarddeNerva1,(E卿z召s60〃 ψ12'6sIZ乙

Gallimard,Biblioth色quedelaPl6iade,1993,p.1320,note5dep.683.

㈱G6rarddeNerval,(E卿 名εs60初 μδ'θ∫Zπ,Gallimard,Biblioth6quedelaPl6iade,1993,

P.1320,note4dep.683.

(29)Zわ ガ鼠,P.1322,note2dep.686.

(30)嘗 て 筆 者 は 『ボ ヘ ミア の 小 さ な城 』を ネ ル ヴ ァ ル の最 後 の 自伝 と して 論 じた(「 待 兼 山 論 叢 」

第18号 文 学 篇 所 収 の 「飽'漉C勉 磁 礁4θBo麓 〃z6NERVALの 最 後 の 自伝 」 大

阪 大 学 文 学 会 、1985年1月 発 行)が 、 副 題 を 「NERVALの 第2の 自伝 」 と し た 上 、 内 容 の 一

部 を修 正 せ ね ば な ら な い 。 す な わ ち 、 ネ ル ヴ ァル は 最 晩 年 に 至 っ て そ の 最 後 の 作 品 の ひ とつ

を再 び く自伝 〉 と して 書 くの で あ る 。

(31)ネ ル ヴ ァ ル は 、 「オ ー レ リア 」に お い て そ の 狂 気 体 験 に 正 面 か ら取 り組 む 前 に 、 「十 月 の 夜 」

の 中 で そ の 中 核 とな る 〈夢 〉 の 体 験 を、 「シル ヴ ィ」 で は 「オ ー レ リア 」 の 冒頭 部 を思 わ せ る

く覚 醒 〉 か ら く睡 眠 〉 へ の 移 行 状 態 を記 述 し、 最 晩 年 に 属 す る 未 完 の 作 品 「パ ン ドラ 」 に お い

て も きわ め て 異 常 な 〈夢 〉 の 体 験 を記 して い る。

㈱ 「そ こ に は 詩 人 を産 む に 足 る 何 もの か が あ っ た が 、私 は 今 散 文 を専 ら とす る 夢 想 家 で あ る に

過 ぎ な い 」(第4章 、681ペ ー ジ)。

㈹ 「散 策 と回 想 」 第7章 冒 頭 で 、 ネ ル ヴ ァ ル は く作 家 〉 と し て の 自己 が 属 す る く型 〉 を 「私

は 、 そ れ を書 い た た め に 人 に 知 られ る よ うに な っ た 作 品 と人 生 が 緊 密 に 結 び 合 っ て い る 作 家

の ひ と り な の で あ る 」(685～686ペ ー ジ)と 明 確 に 規 定 し て い る。 ま た こ れ を敷 術 し て 「そ れ

に 、 た と え そ う望 ま な い 場 合 で も 、 我 々 は 直 接 的 な あ る い は 偽 装 さ れ た 伝 記 の 題 材 な の で は

あ る ま い か 」(686ペ ー ジ)と 自 己 正 当化 と も取 れ る 言 葉 を 述 べ 、 続 け て 「レ リ オ とか オ ク タ

ー ヴ とか ア ル チ ュ ー ル とい う 名 前 の 陰 に 隠 れ て 小 説 の 中 で 自分 自 身 を描 い た り、 一 巻 の 詩 集

の 中 で 自分 の 最 も私 的 な 感 情 を 明 か した りす る方 が よ り慎 み 深 い 行 為 だ と言 え る の で あ ろ う

か 」(同 所)と 〈個 入 小 説 〉(romanpersonnel)や ロマ ン主 義 の 詩 を 暗 に 批 判 し、 〈1人 称 回

想 形 式 〉 に よ る 作 品(ネ ル ヴ ァ ル は 「散 策 と 回 想 」中 で は 〈回 想>M6moiresと い う用 語 を使

用 し て い る〉 の 地 位 を 要 求 す る。 こ こ に は 〈作 家 〉 と して の 自 己 の 資 質 を適 確 に 見抜 き、 こ

れ を積 極 的 に擁 護 し よ う とす る ネ ル ヴ ァ ル の 自 負 を 見 る こ とが で き よ う。 マ ラ ン ダ ン も指 摘

す る よ うに(上 掲 書 、100ペ ー ジ)ネ ル ヴ ァ ル の 生 き た19世 紀 の 前 半 に は く自伝 〉 とい う言 葉

そ の もの は 存 在 した が 、 ル ジ ュ ン ヌ が 峻 別 す る よ うな 意 味 で の 区 別 を ネ ル ヴ ァ ル の 使 用 す る

〈回 想 録 〉と い う用 語 との 間 に 持 っ て い な か っ た こ とは 指 摘 し て お か な け れ ば な ら な い。 ネ ル

ヴ ァ ル は 上 述 の 自覚 を通 じて 、 今Bの 文 学 ジ ャ ン ル の 研 究 者 が 定 義 す る 〈自伝 ジ ャ ン ル 〉 の

条 件 そ の も の を無 意 識 の うち に模 索 して い た の だ と言 う こ と もで き よ う。

馴 拙 稿 「Nervalの 晩 年 の 作 品 に 見 られ る 自伝 性 の 問 題 」(GALLIA)Qq-X粗 、大 阪 大 学 フ ラ ン

ス語 フ ラ ン ス文 学 会 、1983年3月 発 行)、131ペ ー ジ参 照 。

(35)同 上 、129～131ペ ー ジ。

㈹ 拙 稿 「LθsNz4爵4'06'o∂zθ 仮 装 さ れ た 自伝 」(GALLIA)㎝II、 大 阪 大 学 フ ラ ン ス

語 フ ラ ン ス 文 学 会 、1987年3月 発 行)、39～40ペ ー ジ参 照 。 ま た 、 ネ ル ヴ ァ ル 晩 年 の 〈自伝 的

な 作 品 〉 群 に つ い て 、 筆 者 と類 似 の 問 題 を よ り周 到 綿 密 に 論 じた 水 野 尚 氏 の 一 連 の 論 考 が あ

る こ と を指 摘 し て お き た い 。 水 野 氏 の 研 究 に つ い て は 以 下 の 論 文 を参 照 。 「晩 年 のNerva1(1)

《自 己 を描 く大 胆 な計 画 》」(常 盤 大 学 人 間 科 学 部 紀 要 第3巻 第1号 、1985年11月 発 行 〉、「晩 年

のNerval(2)《 時 の 重 層 化 》Lorely」(慶 磨 義 塾 大 學 藝 文 學 會 「藝 文 研 究 」 第48号 、

一92一



「散 策 と回想 」 ネ ル ヴ ァルの も うひ とつ の最 後 の作 品

1986年 発 行)、 「晩 年 のNerval(3)《Sylvie》 と 《LaNouvelleH610rse》 」(神 戸1毎星 女 子

学 院 大 学 、短 期 大 学 研 究 紀 要27号 、1988年12月 発 行 〉。特 に レ チ フ の 伝 記 の 重 要 性 に 関 す る 指

摘 は 、 「晩 年 のNerval(1)《 自己 を描 く大 胆 な 計 画 》」(53～54ペ ー ジ)で 詳 述 さ れ て い る 。
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